
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

冬休み中に、廿日市市の中学校生徒会サミット事前交流が行われました。これは廿日市市内の

各中学校をオンラインで結んで、代表生徒が交流する会です。この日は、お互いの自己紹介を中

心に行いましたが、今後「いじめの無い学校」について、各校で交流する計画になっています。本

校からは２年生の学級委員が代表して出席しました。画面越しでしたが、お互いの学校の様子な

どを交流していました。 

１月１９日（金）には、生徒会会長立候補者の立会演説会がありました。各教室とオンラインで

つないで、立候補者の小平さんと推薦者の大河さんが堂々と演説しました。佐伯中学校の伝統で

ある「みぞあじ」の継承と今年度の文化祭の取組を例に挙げて、生徒の仲が良い学校を創りたい

と述べ、また「みそあじ」の中でも挨拶を重点ポイントに挙げ、自ら進んで挨拶するキャンペーンや

部活動が減少する中で各部活動のアピール活動をすることによる活性化も呼びかけていました。 

そして、いじめの無い学校、いじめがあってもすぐに相談できる学校を目指して、活動していきた

いという決意を示し、「このことは一人ではできないし生徒会執行委員だけでもできないので、み

んなの協力が必要だ。」と訴えていました。推薦者の大河さんは、小平さんが「みそあじ」の活動を

頑張っている人であること、いじめのない相談しやすい学校、キャンペーンを増やし自慢できる佐

伯中学校へと推進してくれる人だと推薦してくれました。 

選挙で新会長が決まったことを受けて、生徒会執行委員へ立候補した生徒が自身の考えを演

説し、旧生徒会の生徒と新会長と担当の先生方が聴く会がありました。どの生徒も、自分の考えを

しっかりと話し、熱意が伝わってきたそうです。次のステージに向かう佐伯中学校を支える心強い

生徒がいるのは嬉しいことです。 

新生徒会執行委員が決まり、今は３月４日の「３年生を送る会」に向けて準備中です。２年生が

中心となって、佐伯中を「明日も通いたくなる学校」へ導いてください。 

事前交流の様子 立会演説会の様子 投票の様子 

廿日市市立佐伯中学校   令和５年度 
           

【自 律】 学 校 だ よ り 
          ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http:// www.hatsukaichi-edu.jp/saiki-j/ 

学校教育目標：「夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒の育成」  
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平成三０年 

四月二７日（金） 新しいリーダー活動開始 



 

 

 

 

皆さんは、保育園や幼稚園、小学校を卒業するとき「卒業証書」を受け取ったことでしょう。佐伯

中学校でも同じように受け取ります。今後、高等学校や大学などに進学すれば、そこでも受け取る

ことがあるでしょう。 

この「卒業証書」ですが、大人になって広げて見ることはないかもしれません。それを見るより同

窓会をきっかけに「卒業アルバム」を開いて見ることはあるかもしれません。そうなると「卒業証

書」は、主役ではない気がしますが、皆さんが受け取る「卒業証書」をよく観察すると大切なメッセ

ージが含まれていることに気付きます。次の写真を見てください。 

最初に第○○号とあります。これは第１号から始まっ

て、佐伯中学校を卒業した一人一人に付された番号で

す。昨年度までを調べると第７３２７号まで付されていま

した。つまり、佐伯中学校の第１回からの卒業生はそれ

だけの人数がいたことになります。先日３年生の教室で

この話をした時、佐伯中卒業生に家族や親戚がいる人

を尋ねると、約８割の生徒が挙手していて驚きました。

親戚に第１回の卒業生がいるという生徒もいて佐伯中

の伝統と歴史を感じた瞬間でした。これから皆さん自身

の番号が付されるわけですが、この番号は佐伯中を卒業したという証であり、一人一人の存在を

認めるとても尊い番号だと思います。 

そして文章が２行あります。「中学校の全課程を修了したことを証する」と書いてありますが、そ

の中にある「全課程」とはなんでしょう。授業は、３年間で３,０００時間以上あり、多くの事を学びま

したが、広い解釈をすればそれだけではないと思います。一日でいえば朝の挨拶から始まり、給食、

掃除、委員会活動や部活動、下校時の挨拶、もしかすると休憩時間の会話も含めて、すべてが学

びになったのではないでしょうか。もちろん楽しかったことばかりではないでしょうし、体調が悪く休

んだ日もあるでしょうし、なかなか思い通りにはいかない日もあったでしょう。それらを含めて佐伯

中学校の生徒として３年間を過ごしたことを讃えている文章だと感じます。 

「卒業証書」はたった１枚の紙かもしれませんが、これから皆さんが進んでいく新しいステージ

への希望を託す大切な証（あかし）とも言える重みのある１枚ですね。 

３月７日の第５５回卒業証書授与式では、担任の先生が生徒一人一人を呼名します。私は「卒

業証書」を一人一人に手渡します。皆さんは保護者の方に見守られながら堂々とした姿を見せてく

ださい。「卒業証書」を納めるものは、これまでのような筒ではなく、フォルダーに変わります。いつ

でも開いて眺めることができるようになります。この先、気持ちが落ちそうになったら、この証書を

見て、佐伯中学校の友達や先生達からのエールを思い出してください。 

「卒業証書」について考えてみよう 

卒業おめでとうございます！ 


